
行報
政告

▪
鹿
角
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進

　　

今
年
度
の
「
か
づ
の
高
校
生
広
報

室
」
は
、
市
内
の
５
人
の
高
校
生
が

メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
第
３
期
目
と
な

る
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
鹿
角
に
対
す
る
深
い

愛
着
と
、
高
校
生
な
ら
で
は
の
感
性

を
生
か
し
た
情
報
発
信
力
に
、
大
い

に
期
待
し
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
若
い
世
代
の
関

心
を
集
め
ら
れ
る
よ
う
、
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▪
ふ
る
さ
と
鹿
角
応
援
寄
附

　

７

月

末

現

在

の

寄

附

件

数

は

２

１

７

５

件

で
、

金

額

は

２
９
７
８
万
９
千
円
と
な
っ
て
お

り
、
前
年
同
期
と
比
較
し
2

・
4

倍

く
り
を
進
め
ま
す
。

▪
子
育
て
支
援

　

今
年
10

月
か
ら
、
３
歳
か
ら
５
歳

ま
で
の
全
て
の
子
ど
も
と
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
２
歳
以
下
の
子
ど
も

の
保
育
料
が
無
償
化
に
な
る
こ
と
を

受
け
、
本
市
で
は
、
課
税
世
帯
の
2

歳
以
下
の
子
ど
も
に
つ
い
て
も
こ
れ

ま
で
助
成
を
行
っ
て
き
た
第
２
子
以

降
に
加
え
、
第
１
子
の
保
育
料
無
償

化
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
制
度
変
更
で
は
、
こ

れ
ま
で
保
育
料
に
含
ま
れ
て
い
た
３

歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
副
食
費
が
無
償

化
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

本
市
で
は
保
護
者
の
負
担
を
増
加
さ

せ
な
い
よ
う
、
す
こ
や
か
子
育
て
支

援
事
業
に
お
い
て
保
育
料
に
加
え

て
、
新
た
に
副
食
費
も
助
成
の
対
象

と
し
ま
す
。

▪
北
限
の
桃
の
販
売
促
進

　

主
力
品
種
の
「
川
中
島
白
桃
」
は
、

開
花
時
期
の
低
温
に
よ
り
、
着
果
数

が
や
や
少
な
い
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
果
実
は
順
調
に
肥
大
し
て
い
ま

す
。
来
週
に
は
、
首
都
圏
市
場
で
セ
ー

ル
ス
を
行
い
、
「
か
づ
の
北
限
の
桃
」

の
お
い
し
さ
を
市
場
関
係
者
な
ど
に

と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
従
来
か
ら
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
に
加
え
、
新
た
に
「
楽
天
」

サ
イ
ト
の
利
用
を
開
始
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
サ
イ
ト
が
持
つ
機
能
を
効
果
的

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
返
礼
品
の

取
扱
い
を
市
内
事
業
者
に
委
託
し
、

特
産
品
の
特
徴
や
生
産
者
の
想
い
な

ど
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
こ
と
が
、
本

市
の
魅
力
向
上
と
寄
附
の
増
加
に
つ

な
が
っ
た
も
の
と
分
析
し
て
い
ま

す
。

▪
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
推
進

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
と
し

た
本
市
の
Ｐ
Ｒ
や
レ
ガ
シ
ー
の
創
出

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
７
月
26

日
に
み
ち
の
く
コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
と

強
く
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
す
。

▪
有
害
鳥
獣
駆
除

　

今
年
の
ク
マ
の
目
撃
と
食
害
な
ど

に
よ
る
通
報
件
数
は
、
８
月
27

日
時

点
で
92

件
と
、
ほ
ぼ
平
年
並
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
十
和
田

高
原
地
区
や
八
幡
平
地
区
の
国
道

３
４
１
号
沿
い
に
お
い
て
入
山
禁
止

措
置
を
実
施
し
た
ほ
か
、
市
民
向
け

講
習
会
や
集
落
座
談
会
を
開
催
し
な

が
ら
、
自
己
防
衛
策
の
周
知
や
注
意

喚
起
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
収
穫
期
を
迎
え
る
果
樹

な
ど
の
農
作
物
被
害
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携

し
て
被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。

▪
主
な
夏
祭
り
の
入
り
込
み
数

　

花
輪
ば
や
し
の
入
り
込
み
数
は
、

昨
年
よ
り
約
４
％
減
の
22

万
人
で
し

た
が
、
平
日
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

１
日
目
の
桟
敷
席
は
満
席
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
首
都
圏

や
仙
台
な
ど
で
継
続
的
に
行
っ
て
き

た
各
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
効
果
に
よ

る
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

毛
馬
内
盆
踊
り
は
、
一
般
の
踊
り

手
の
ほ
か
、
地
元
の
中
・
高
校
生
や

保
育
園
児
の
参
加
も
見
ら
れ
、
入
り

「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推

進
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
同
社
が
新
た
に
公

共
施
設
に
設
置
し
た
自
動
販
売
機
の

ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
通
じ
て
、
本
市
が
会

場
と
な
る
聖
火
リ
レ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
行

う
ほ
か
、
売
上
の
一
部
を
寄
附
金
と

し
て
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
費
用
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

▪
移
住
の
促
進

　

移
住
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
移

住
者
数
は
、
取
り
組
み
を
開
始
し

た
平
成
27

年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
に

１
１
９
世
帯
１
９
９
人
と
な
り
、
40

代
ま
で
の
比
較
的
若
い
世
代
が
約
８

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

込
み
数
は
１
万
８
千
人
と
な
り
ま
し

た
。
全
国
民
俗
芸
能
「
風ふ
り
ゅ
う流

」
保
存
・

振
興
連
合
会
に
参
画
す
る
な
ど
、
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
登
録
を
目

指
す
動
き
も
活
発
化
し
て
お
り
、
地

元
の
盛
り
上
が
り
と
と
も
に
、
今
後

の
活
動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

▪
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売

　

消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
家
計
へ

の
影
響
緩
和
と
、
地
域
消
費
を
下
支

え
す
る
た
め
、
今
年
度
の
住
民
税
が

非
課
税
の
方
お
よ
び
３
歳
未
満
の
子

ど
も
が
い
る
子
育
て
世
帯
の
方
を
対

象
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販

売
し
ま
す
。
申
請
さ
れ
た
方
に
は
９

月
中
旬
か
ら
引
換
券
を
発
送
し
、
多

く
の
対
象
者
に
購
入
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
購
入
方
法
や
使
用
で
き
る

店
舗
な
ど
に
つ
い
て
、
広
く
周
知
し

ま
す
。

▪
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
推
進

　

県
内
初
の
自
治
体
出
資
に
よ
る
小

売
電
気
事
業
会
社
で
あ
る
「
株
式
会

社
か
づ
の
パ
ワ
ー
」
の
創
立
総
会
を

７
月
10

日
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
来
年
４
月
の
供
給
開
始
に
向

け
、
ラ
イ
セ
ン
ス
の
申
請
や
料
金
メ

ニ
ュ
ー
の
検
討
な
ど
を
進
め
る
と
と

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
積
極
的
な
情

報
発
信
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
し

た
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
図
り
な

が
ら
、
き
め
細
や
か
な
移
住
促
進
策

を
進
め
ま
す
。

▪
防
災
体
制
の
充
実

　

７
月
26

日
に
、
一
般
社
団
法
人
秋

田
県
解
体
工
事
業
協
会
と
「
災
害
時

に
お
け
る
応
援
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
応
急

復
旧
に
対
応
で
き
る
業
者
が
不
足
す

る
場
合
に
は
、
協
力
事
業
者
の
確
保

の
ほ
か
、
建
設
機
械
の
提
供
や
技
術

員
の
派
遣
協
力
を
直
接
受
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、

市
民
生
活
の
安
全
確
保
に
向
け
た
体

制
を
整
え
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

問 

総
務
課 

行
政
班 

☎
30
‐
０
２
０
３

も
に
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を
得
な

が
ら
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

産
業
振
興
を
進
め
ま
す
。

▪
大
湯
環
状
列
石
を
含
む
「
北
海
道
・

北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
が
世
界
文

化
遺
産
登
録
推
薦
候
補
に

　

大
湯
環
状
列
石
を
含
む
「
北
海
道
・

北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
は
7

月
30

日
の
文
化
庁
の
文
化
審
議
会
に
お
い

て
、
昨
年
に
続
き
、
世
界
文
化
遺
産

推
薦
候
補
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
確
実
に
国
内
推
薦
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
自
治
体
と

よ
り
一
層
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

２
０
２
１
年
の
登
録
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

▪
浅
利
純
子
杯
争
奪
鹿
角
駅
伝

　

７
月
27

日
開
催
の
「
浅
利
純
子
杯

争
奪
第
13

回
鹿
角
駅
伝
」
で
は
、
青

森
・
岩
手
か
ら
の
参
加
を
含
む
53

チ
ー
ム
に
よ
り
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
中
学
校
男
子
の
部
で
花
輪
第

一
中
学
校
が
３
年
ぶ
り
７
回
目
の
優

勝
を
飾
る
な
ど
、
地
元
小
・
中
学
校

の
活
躍
に
よ
り
、
会
場
と
な
っ
た
花

輪
商
店
街
は
大
き
な
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
が
２
倍
以
上
に
増
加

第
１
子
の
保
育
料
を
無
償
化

浅
利
純
子
杯
駅
伝
で
花
輪
一
中
が
優
勝

令
和
元
年
第
５
回
定
例
会

高
校
生
広
報
室
員
が
果
樹
選
果
場
を
取
材

行
政
報
告
を
行
う
児
玉
市
長

災
害
時
の
応
援
協
定
を
締
結

大
湯
環
状
列
石
が
世
界
文
化
遺
産
推
薦
候

補
に

北
限
の
桃
贈
呈
式

最
終
区
で
逆
転
し
優
勝
を
飾
っ
た
花
輪
第

一
中
学
校

　令和元年第 5 回鹿角市議会定例会が 8

月 30 日から 21 日間の会期で開かれ、補

正予算案などの議案が審議されました。初

日に行われた市長の行政報告の概要は次の

とおりです。
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